















































































































﹅ ﹅ ﹅ ﹅
後最初に
して、且、日













んで、昭和 20 年 11 月に閉校という通算わ
ずか 45 日で消えていった分校である。
　昭和 20 年３月、東亜同文書院大学の入
学者は予科 194 名、専門部 215 名であった。


































































































































































































﹅ ﹅ ﹅ ﹅
代院長と同文書院大学
最
﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅
後の学長がそのハートから発し、救済の
思想と実行を行なったことは単なる偶然で
あろうか。
　同文書院→呉羽→愛知大学。いずれも尋
常ならざる状況の中で、並々ならぬハート、
ブレイン、スピリットの持主たちが幾多の
困難を乗り越えて、主導的にそれらを創り、
人材を輩出し、維持してきた。そこに一種
の底流とでも呼ぶべきものが見え隠れして
はいないだろうか。学校の歴史の底に消え
ようとして、消えない流れが音もなく流れ
ている。そういうことではないだろうか。
　愛知大学創立 67 年、人間ならば「古希」
187
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を目前に控えているという年輪である。
　長い道程である。しかもまた更に歩いて
ゆかねばならないという現実がある。だと
するならば、ある時点で立ち止まって、来
し方を振返り、原点に立ってみることも必
要なのではないだろうか。“愛知大学とは
何か”“愛知大学とは何ぞや”と・・・・。
　底流は今も静かに、その岸辺を洗ってい
る。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（文中敬称略）
（付　記）同文書院は当時の先覚的知見に
よって、その思想に賛同し、協力を惜しま
なかった人々の支持の下に創立された。
愛知大学もまた敗戦という絶望的現実の中
から、創設された。呉羽分校は日本国中が
アメリカ軍によって爆撃を受けている状況
の中で、ほんのひととき。創られ、消えた。
　愛知大学を解くキーワードの一つに“創”
という文字がつけ加えられるかも知れな
い。
　いかなる困難な状況の中に置かれていて
も事態を解決するために、今までそこにな
かったものを創り出して対処する、そんな
“創”の姿である。
　愛知大学の創立に当たっては幾多の賛同
者、献身的な協力者がいて、愛知大学とい
う一つの“山”を築くことが出来、維持し
て来られたのである。その多くの先人たち
の努力に対して深い敬意を表するものであ
るが、本文では“底流”の存在を観るため
に、敢えて象徴的な出来事、象徴的な人物
に焦点を絞り、大局的な視点から書き進め
たことをご理解いただきたい。あとは各研
究者の方々によって、こういう論が成り立
つのかどうか。或いは精緻な論考によって、
愛知大学の原点と理想、その姿を解き明か
していただければ幸いである。
　　平成 26 年４月１日
　いいづか　ひろし（岩手県）
　東亜同文書院大学（46 期）
　昭和 22 年愛知大学予科転入学
　昭和 31 年愛知大学卒業
